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社会福祉法人 山形村社会福祉協議会 事業報告及び附属明細書 

令和３年度の本法人の事業等は、年次計画に従って執行したので、定款第３９条第１項第１号及び第２号に基づき、

以下の書類を作成し報告する。 
1. 地域福祉・ボランティアセンター係                        地域福祉事業部  事業報告及び附属明細書 T ① 
2. 総合相談・権利擁護係                                      地域福祉事業部  事業報告及び附属明細書 T ② 
3. 障害者生活・就労支援／地域交流センターすばる    地域福祉事業部  事業報告及び附属明細書 T ③ 
4. 障害者生活サポートセンターすばる      地域福祉事業部  事業報告及び附属明細書 T ③ 
5. 障害児通所支援事業所すばる       地域福祉事業部  事業報告及び附属明細書 T ③ 
6. 障害者地域生活支援事業       地域福祉事業部  事業報告及び附属明細書 T ③ 
7. 障害者ホームヘルパーステーションいちいの里     地域福祉事業部  事業報告及び附属明細書 T ④ 
8. 高齢者ホームヘルパーステーションいちいの里     介護保険事業部  事業報告及び附属明細書 K ① 
9. デイサービスセンターいちいの里      介護保険事業部  事業報告及び附属明細書 K ② 
10. コミュニティハウス建部の里       介護保険事業部  事業報告及び附属明細書 K ③ 
11. 小規模多機能型居宅介護事業所すばる      介護保険事業部  事業報告及び附属明細書 K ④ 
12. 居宅介護サポートセンターいちいの里      介護保険事業部  事業報告及び附属明細書 K ⑤ 
13. 法人運営係         法人運営部  事業報告及び附属明細書 H ① 
14. 公益事業／ぽぽねっと企画事業      法人運営部  事業報告及び附属明細書 H ② 
15. 地域防災特設事業部        法人運営部併設事業 事業報告及び附属明細書 H ③ 
16.  野県共同募 会 形村共同募 委員会     法人運営部関連事業 附属明細書 H ④ 
17.  本  字社 野県 部 形村分区      法人運営部関連事業 附属明細書 H ⑤ 



地域福祉事業部／地域福祉 VC係／事業報告及び付属明細書 Ｔ－① （令和３年度） 

1. 新型コロナ等対策支援事業の実施 ※総合相談・権利擁護係と連携 
・生活困窮世帯等を対象にした、食糧支援(フードドライブ)や弁当配布事業(村内ワンコインぐるぐる 

弁当)を村内飲食店や地域住民と協働開催します。 
・生活困窮世帯に対して、必要な情報が届けられる仕組みづくりに取り組みます。 

2．地域の子ども達を地域で支える取り組の推進 
・学習支援等を行いながら、不登校支援や子どもの居場所づくりを進めていきます。 

3.介護予防生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーター）の推進 
  ・地域共生社会の実現を目指した「地域の見守り体制づくり」を村内企業・商店・民生委員等と連携 

して取り組みます。 
4.地域づくりの先駆的な取り組み・推進（上大池地区モデル化） 

・支え合い助け合いの地域を目指した各区単位での取り組みを、先行的に実施し「山形村支え合い 
モデル」の構築をはかります。 

5.現状の取り組みや新たな福祉ニーズへ柔軟に対応し、誰もが住みやすい地域づくりに取り組む 

6.適正な財源確保に向けた取り組み推進 
・新型コロナウイルス感染症セーフティーネット強化交付金の活用 
・共生社会や新たな福祉ニーズに対する取り組みに柔軟に対応するため、適正な財源確保に向けた 

取り組みを今後も進めていきます。 
7. 地域福祉の広報・啓発活動の積極的な展開 

 

項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■福祉啓発活動の

推進 

(1)福祉啓発事業

の企画・実施(福祉

公開講座) 

■「令和３年度山形村福祉のつどい」 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

（次年度以降の福祉のつどいの開催に向けて検討） 

 

・川柳募集のみ実施。小学生の部、一般の部 

「川柳を詠んでみんなでつながろう」 

テーマ『希望』 応募総数 69 句(小学生 12 句、一般 57 句) 

投票者数 115 票 

■地域福祉活動計

画策定への取り組

み 

(2)福祉活動専門

員による取組 

(2)-1 福祉活動専門員による担当地区の「ポケットプラン作成」 

■ポケットプランの作成・見直し 

 令和４年３月９日（地域福祉推進委員会において） 

【ポケットプラン】 

地域の福祉課題を話し合い、その地域に住む方々が互いに協力し

あって、課題を解決させていくための身近な福祉活動プラン 

 

(2)-2 ポケットプランに基づいた地域における実践活動 

■子どもひろばの開催 

・夏休み／令和３年８月４日、５日、１１日、１２日(４日間)  

コロナウイルス拡大防止のためジャガイモ掘りの日程のみ実施。

８月４日(水)参加者２２名、８月１１日(水)参加者７名 

ボランティア参加者数 ５名 

・春休み／新型コロナウイルス拡大防止のため中止 

 

(2)-3 地域福祉活動部会による実践活動の推進 

■上大池夢ふれあい隊による活動／新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止 
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項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■地域住民・組織等と

の協働による地域福

祉活動の推進 

(3)地域住民・組織

等との協働による

地域福祉活動の推

進 

■村防災訓練への協力／依頼なし 

 

■災害時住民支え合いマップに向けた取り組み 

・令和３年７月１７日(土) 小坂地区/小坂公民館 

防災、減災を課題に地域づくりを考える会議 

(１)災害時支援が必要な方の把握の方法検討 

(２)災害時住民支え合いマップ作成のルール決め 

 

・令和３年１１月１０日(水) 小坂地区／小坂公民館 

 災害時住民支え合いマップの作成実施に向けての会議 

(３)調査票兼同意書の内容確認 

 

・令和３年１１月２７日(土) 小坂地区／小坂公民館 

 『災害時住民支え合いマップ』づくりの取り組みについて 

地区連絡長への説明会 

(４)マップの作成方法やルールについて 

(５)マップ作成にあたり連絡長の皆様への協力のお願い 

 

・令和４年２月１４日(月)  小坂地区／小坂公民館 

(６)要支援者、支援者のマップへの落しこみ 

(７)支援者名簿の作成 

 

■災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の実施／中止  

       

■村敬老会への開催協力／中止 

 

■新型コロナ対策支援事業 

・村内ワンコインぐるぐる弁当(村内 2 か所)＆フードドライブ開催

 令和３年４月３日(土)、１７日(土)、５月５日(水・祝)、８日(土)

 ５月２２日(土)、６月１２日(土)、２６日(土)  

民生委員・水舎・アサヒ酵母・地域住民と連携し実施。 

延べ世帯数 １６３世帯 

 

・よりましょ家(居場所づくり)in すばる＆フードドライブの開催 

 令和３年７月３１日(土)、８月２８日(土)、９月２０日(月・祝)

１０月３０日(土)、１１月２３日(火・祝)、１２月１８日(土)、

１月２９日(土)、２月２６日(土)、３月２６日(土) 

水舎・アサヒ酵母・地域住民と連携し実施。 

延べ世帯数 １３８世帯 

 

・年越しそば無料配布＆フードドライブの開催 

令和３年１２月３１日(金) 

有志の会・水舎と連携し実施。 配布世帯数 19 世帯 
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項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■地域福祉団体・

機関及び地域福祉

活動への助成 

(4) 地 域 福 祉 団

体・機関及び地域

福祉活動への助成 

■地域福祉団体等助成金（前期・後期に分けて助成） 

 山形村遺族会（100,000 円） 

 山形村知的障害者育成会（40,000 円） 

 

■社会福祉協力校助成金 

 鉢盛中学校（40,000 円） 

 山形小学校（50,000 円） 

 

■指定地域福祉活動支援事業助成金 

１５団体（326,258 円） 

 

 

 

■地域福祉活動の

担い手づくりへの

取り組み 

 

(5)地域福祉活動

の担い手づくり 

 

(5)-1 小中学校に対する福祉学習 

・鉢盛中学校／福祉交流活動／中止 

・鉢盛中学校／職場体験学習 ２年生 

令和３年７月６日(火)～８日(水) ２～３日間 

建部の里 １名、デイサービスセンターいちいの里 １名 
 

 

(5)-2 介護実習等 

■社会福祉士現場実習 

・長野大学 

令和３年８月６日(金)～９月１０日(金） 

３年生 1 名×２４日間 

・松本大学 

 令和３年７月２９日(木)～９月８日(水)  

４年生 １名×２４日間 

・北アルプス福祉学院 

 令和３年７月１日(木)～７月３０日(金) 

 社会人 １名×９日間 

 

 

(5)-3 福祉の職場体験事業 

・県社会福祉協議会 

 令和３年５月２６日(水)～５月２７日(木) ２日間 

 小規模多機能型居宅介護事業所 すばる １名 

 令和３年８月１７日(火)～８月１９日(木) ３日間 

 デイサービスセンターいちいの里 １名 

 

 

(5)-4 小学校及び中学校教諭免許状取得希望者に対する介護等の体

験事業／依頼なし 
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項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■ボランティア 

センターの運営 

(6)-1 情報提供・広

報事業の推進 

■ホームページ、フェイスブック等による地域のボランティア 

  情報等の提供 

(6)-2 ボランティ

アコーディネート

事業の推進 

 

■ボランティアコーディネート実績 

 依頼件数 ６件 

 活動回数 ３９回 

 

■有償在宅福祉サービス「たのみま処」コーディネート実績 

  実依頼者数  １４名   実協力者数 １７名 

延べ活動回数 １５９回 

※主な活動内容 ゴミ出し、草取り、剪定、家事援助 等 

 

■フードバンク協力ボランティアコーディネート実績 

 提供実協力者数 ５３人+１１団体 

 提供延べ回数  ８９回  

※フードドライブ件数除く。 

 

■学習支援事業コーディネート実績 

※延べ活動数 ４８回 

学習支援協力員登録者数 １４名  

登録児童数  ３名  

実活動人数  ２名 

実活動協力者数 ２名 

 

 

(6)-3 調査研究・企

画事業の推進 

 

■住民による送迎ボランティアの検討。 

・住民による送迎ボランティア活動の情報収集と検討。 

※ろうあ者の方より通院の送迎に困っていると相談があり、住民に

よる送迎ボランティアの活動が可能か、周辺の状況を調査。 

 

■住民の居場所づくり(よりましょ家)開催検討。 

・居場所や調理を行うための情報収集と検討。 

 

 

(6)-4 ボランティ

アセンター貸出事

業 

 

■ボランティアセンター備品貸出実績 

 貸出品目 ４２種類 

 貸出回数 ５７回 

 

 

(6)-5活動育成事業の

推進 

 

 

■ボランティア交流会の開催 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止 

（開催の方法や他のやり方を検討中） 

 

■ボランティア養成講座の開催 全 5 回講座 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止 

（開催の方法や他のやり方を検討中） 
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項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■支え合いによる

地域包括ケアシス

テム構築に向けた

取り組み 

(7)生活支援コー

ディネーター活動

事業(村受託事業) 

■介護予防・日常生活総合支援事業（生活支援コーディネーター）

 取り組み実績 

① 『山形村支え合いモデルに向けた取り組み』  

・上大池地区座談会に向けた事前会議の開催/中止 

   

・小坂地区災害時支え合いマップを活用した地域支援の取り組み 

※地域住民・組織等との協働による地域福祉活動の推進  

項目参照 

② 山形村生活支援・介護予防体制整備推進協議会への出席 

開催なし 

③ いきいきサロン活動活性化に向けた地域資源の活用 

・道祖神巡り 協力団体：山形村公民館、山形村史談会 

ほおずきの会 参加者 ２３名 

 

・上大池地区の歴史と道祖神 協力団体：民話クラブ『灯』 

ほおずきの会 参加者 ２３名 

 

・サロン運営ボランティアの新規開拓 1 件  

④ 高齢者の外出機会と公共交通の促進 

『山形村福祉バス・松本市西部地域コミュニティバス乗車 

体験ツアー 』 

・いきいきサロン(いきいきクラブ)  

 事前勉強会：令和３年１０月２８日(木) 

実施日：令和３年１１月２５日(木) 参加者４名 

 

・地域住民の支え合いによる余暇活動継続支援の促進 

 相談件数 ３件  支援件数 ３件 

 

⑤ 個別ケースの取り組み 

 ・サービス担当者会議への出席  ３回 

 ・支援会議 ３回 

・個別ケース訪問件数  ２３件 

 ・個別ケースに関わる地域資源の情報収集とコーディネート 

 

■地域ふれあい交

流事業の推進 

(8)-1 高齢者、障害

者支援活動 

■ふれあいの旅の開催（村内の障害者とその家族を対象に開催） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止。 

  

■いきいきサロン活動実績 ※登録サロン数 １８サロン 

 活動延べ回数 ７７回  延べ参加者数 ６３４人 

※コロナ禍でのサロン活動再開に向けて、アルコール消毒液、開催

時の留意事項、コロナ感染予防専用名簿を配布。 

 

(8)-2 地域支援活

動 

 

■地域ふれあい交流事業 

・小坂地区/令和４年２月２０日(日)『小坂あったか寄席』 

社会部役員会及び社会部会参加 /11 月 19 日、26日、12 月 21 日、

1 月 12 日 

新型コロナウイルス感染警戒レベル引き上げのため開催中止。 

 

(9)要支援の地域

生活者に対する住

民による相互支援

活動の推進 

■有償在宅福祉サービス「たのみま処」事業の推進 

※「ボランティアセンターの運営」項目参照 
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項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■地域防災特設事

業 

(10)復興支援活動

の実施 

■復興支援に関する各種活動 

① 東日本大震災復興支援に関する活動 

 

〇災害支援ボランティアへの協力 

・ボランティアグループ「東日本大震災山形村からできる支援を 

  考える会」活動への協力 

 

〇福祉のつどいが開催中止のため、例年行なっていた支援バザーや

岩手県物産展の開催ができなかったため、本年度は義援金等の寄付

は行ないませんでした。 
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地域福祉事業部／総合相談・権利擁護係／事業報告及び付属明細書 Ｔ－② （令和３年度） 

1.地域の困りごとを「何でも相談」できる取り組みをすすめる。従来の相続等だけでなく、地域ニーズに

応じたセミナーを開催 
2.総合的な相談窓口として、社協内事業を横断した「何でも相談」の取り組みをすすめます。 
3.日常生活自立支援事業・資金貸付制度等、内容が伝わり難い事業の説明を地域住民・支援者それぞれに

おこなう 
4．生活困窮家庭への継続的な相談支援を行ない、自立支援機関等と連携し自立に向けた支援に取り組む 
5．新型コロナ等対策支援事業の実施   ※地域福祉 VC 係と連携 
6. 地域福祉の広報・啓発活動を積極的に展開する 
7. 山形村で生活する様々な方々を支える仕組みを創り、地域福祉サービスの活性化をはかるとともに、内容

と質の充実、向上につとめる 

8. 適正な財源確保に向けた取り組み推進 

  現状の取り組みや新たな福祉ニーズに対する取り組みに柔軟に対応するため、適正な財源確保に向けた取

り組みを今後も進めていきます 

 

項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■援護・激励事業

の推進 

(11)戦没者・海外

移住物故者慰霊祭

の斎行 

■新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため縮小して斎行。 

令和３年５月１２日（水） 神式で斎行  参列者９人 

  実施場所：忠魂碑境内 

(12) 生 活 福 祉 資

金・助け合い資金

貸付事業の実施 

■生活福祉資金 相談４件 （貸付実績 1 件）  単位：回 

相 談 者

数 

来所 電話 訪問 会議他 合計 

4 人 13 29 2 4 48

■助け合い資金 相談 0 件 （貸付実績 0 件）  単位：回 

相 談 者

数 

来所 電話 訪問 会議他 合計 

0 人    

 

■生活福祉資金(特例貸付) 貸付実績 １９件 

合計額 13,800,000 円  

※総合支援資金延長は令和３年６月３０日で受付終了。 

※総合支援資金再貸付は令和３年１２月３１日で受付終了。 

緊急小口 総合支援 総合支援 

(延長) 

総合支援 

(再貸付) 

10 件 8 件 4 件 12 件

1,400,000 円 4,350,000 円 2,100,000 円 5,950,000 円 

単位：件 

延べ相談者

数 

来所 電話 訪問 会議他 合計 

256 人 133 204 0 12 349

※特例貸付とは… 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等によ

り生活に困窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯を対象と

した貸付。 

(13)日常生活自立

支援事業の実施 

■日常生活自立支援事業の実施  契約者数 １０名   

単位：回 

相談者数 来所 電話 訪問 会議他 合計 

  11 人 306 839 329    149 1,623
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項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■援護・激励事業

の推進 

 

(14)まいさぽ出張

所の運営 

 

■まいさぽ出張所の運営 

・まいさぽ塩尻･東筑への協力  

初期相談受付人数(延べ)  26 人 

長野県生活就労支援センターへの連絡件数 95 件 

相談場所の提供回数(延べ) 118 回 

相談への同席回数(延べ)  125 回 

支援会議への出席 25 回 

支援同行回数(延べ) 10 回 

 

(15)相談事業の実

施 

 

■福祉なんでも相談室の開設 

 内容 介護・発達障害・障害者年金・相続・成年後見等について

 個別相談会（予約制で実施） 第２火曜日開催 

令和３年７月～令和４年１月 相談実績 延べ３名 

※２月、３月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

 

■福祉なんでも相談・支援セミナー開催 

・相続トラブル対策セミナー 

令和３年１１月９日(火)  ２名参加 

令和３年１１月１６日(火) ４名参加 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため少人数での開催。 

 

■福祉事務所未設置町村相談事業 

・家庭の困りごと相談 相談件数 １２件 

   単位：回 

相談者数 来所 電話 訪問 会議他 合計 

  12 人 23 77 25    37 162

 

※福祉事務所未設置町村相談事業   

・相談者やその世帯の生活状況等を把握し、自立支援事業や各種関

係機関と連携をはかりながら、伴走型の支援を行ない地域における

自立を目指す。 

(16)長野県あんし

ん創造ねっとへの

参画 

■長野県あんしん創造ねっと利用実績 支給実績 ２件 

   単位：件 

入居保証・生活支援 

身元保証・就労支援事業

乳幼児支援

品提供事業 

生活改善支援 

事業 

合計 

0 1 1 2
 

(17)災害見舞金支

給事業の実施 

■災害見舞金支給事業     支給実績 なし 

(18)地域防災環境

整備事業の推進 

■ＡＥＤのレンタル配備（継続事業） 

 上大池・中大池・小坂・下大池・上竹田・下竹田  各地区１基

 いちいの里すばる・建部の里 各１基 配備   

■テント、炊飯窯配備 （継続事業） 

 上大池・中大池・小坂・下大池・上竹田・下竹田各地区１セット

 社会福祉協議会 ２セット 配備 
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地域福祉事業部／障害者生活・就労支援/地域交流センターすばる／事業報告及び付属明細書Ｔ－③ 

（令和 3 年度） 

1．利用者の生活面を含めたアセスメントをおこない、将来を見据えた生活力向上を目指し、調理や移

動等の訓練をおこなう機会をつくる。 
2．製品販売や、地域のボランティアとの交流、お楽しみ会の企画を通じて、社会参加の機会をもつ。 
3．職員一人ひとりが、利用者の障害特性や環境因子について学びや理解を深める機会を設ける。 
3-②．対応方法について事業所内の職員全体が確認して、より専門性の高い関わりが統一的に出来るよ

うなチームづくりをおこなう。 
4．利用者それぞれが、今後の生活がイメージできるように、他事業所等見学の機会を設ける。 
 

項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■障害者生活・就労支援

／地域交流センターすば

る事業の運営 
 
 
 
 

村受託事業（障害者等生

活・就労支援事業）の受託

運営 
 

■令和 3 年度実績 
（カッコ内は令和 2 年度実績）   前年度比 

登録利用者人数      7 名 （6 名)   △1 
 延べ利用回数     947 回（425 回）  522 

延べ外出回数     993 回（886 回）  107 
延べ就労回数     947 回（425 回）  253 
延べ相談・会議回数  37 回（ 43 回）  △6 
1 日平均利用人数     4 人（3.5 人）  0.5 
作業工賃月平均  9,460／月（5,393 円） 4,067 

【作業内容】 
①山形村 
 村内トイレ清掃作業（火・金） 

エポック館清掃作業（木） 
いちいの里入浴券作成 

②デイサービスセンターいちいの里・コミュニティハ

ウス建部の里 館内清掃 
③資源物回収・分別（村内 20 カ所） 
 ※ペットボトル・アルミ缶回収・分別 
 いちいの里、山形小学校、トレーニングセンター 
 役場、ピアやまがた、その他） 
④いちいの里館内自動販売機管理補助 
 ペットボトル・空き缶ボックスの管理 
⑤自主製品販売 
 手芸品、雑巾、マスクケースなど 
⑥長野味エサ販売株式会社 
 モグ柵（モグラ対策製品）制作 
⑦商工会 野菜ボックス箱詰め 
⑧その他 

地域からの依頼で会議資料作りなど 
【個別メニューの取り組み】 
評価シートを使った自己評価 
【振り返り】 
・新型コロナウイルス感染拡大のため、観光業からの 

作業依頼が前年に続き無かった。 
・工賃増を目指し、自主製品でマスクケース、食事エ

プロンの販売を開始しました。 
・ペットボトル回収は、工賃収入が見込めないため 8

月末で終了しました。 
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項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■障害者総合支援法・児童

福祉法等制度に基づく生

活支援サービスの実施 

計画相談支援事業の運営 
 

■登録人数 53 名（46 名） 

 障害者  22 名（19 名） 

 障害児  31 名（27 名） 

・新規利用者は毎年増加しています。 

※塩尻地域ケアマネジメント連絡会への参加 

 1 回／月塩尻市で開催し、地域の相談支援専門員と 

 情報交換等をおこないました。 

■障害支援区分認定について、認定調査業務を山形村 

から業務受託しました。 

項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■障害者総合支援法・児童

福祉法等制度に基づく生

活支援サービスの実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

放課後等デイサービス 

の運営 
 

■令和 3 年度実績 

  （カッコ内は令和 2 年度実績）    前年度比 

延べ利用者数    1，014 人（1，508 人）△494 

 利用登録者数        11 人（16 名）  △5 

 一日当たり利用者数    4.3 人（5.7 人） △1.4 

【特設支援メニューの実施】 

 ・臨床心理士による相談の実施  計 8 人 

【振り返り】 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため親子交流会 

を開催できず、アンケートを実施しました。 

・長期休暇を利用して消防署見学、コンビニでの買い物

体験を行いました。 

項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■障害者生活・就労支援 
/地域交流センターすばる

事業の運営 

日中一時支援事業の実施 ■令和 3 年度実績  

  （カッコ内は令和 2 年度利用人数）   前年比 

 利用人数          7 名（ 7 名）  0

 延べ利用時間 2,481 時間（4,105 時間） △1,624 

・定期利用されていた方が、新型コロナウイルス拡大 

により、長期の短期入所をされ、利用減となった。 

項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■広域的な相談事業の推

進 
松本障害保健福祉圏域障

がい者総合相談支援セン

ター事業の受託 
 

■障がい者総合相談支援センター「ボイス（塩尻市）」

コーディネーターの配置 
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地域福祉事業部／障害者ホームヘルパーステーションいちいの里係／事業報告及び付属明細書 Ｔ－④ 

（令和 3 年度） 

 
1.住み慣れた地域で暮らし続ける事を支える訪問事業の継続 
行動援護・移動支援の訪問系事業をホームヘルパーステーションいちいの里での継続実施。 

■居宅介護事業の実施 
 

 

 

■移動支援事業の実施 

 

 

 

■乗降介助・通院等介助

の実施 

 

■行動援護事業の実施 

■令和 3 年訪問実績  
    （カッコ内は令和 2 年度実施） 前年度比 
訪問回数     
       1,007 回 (1,078 回)    △69 
■移動支援 
利用時間   391 時間（218.5 時間）  172.5 
利用実人数     7 名 （7 名）     0 
 
■乗降介助    
利用回数      3 回 （43 回）   △40  
 
■行動援護 
利用回数      31 回 （25 回）    6 
 
■【研修会等の参加】    

事業所内研修 
虐待防止研修（オンライン） 
障害福祉―サービス事業者等集団指導（オンライン） 

 障害者 BCP 研修（オンライン） 
■振り返り 
・村外の居宅介護の実施を可能な限り行っていま

す。 
・計画相談から村外の方の相談は継続してあります

が、すべてには対応できていません。 
 

項  目 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■障害者総合支援法・児

童福祉法等制度に基づく

生活支援サービスの実施 
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介護保険事業部／高齢者ホームヘルパーステーションいちいの里／事業報告及び付属明細書 Ｋ－① 

（令和 3 年度） 

１ ①指定訪問介護事業、介護予防・日常生活支援事業（訪問型）の一層の充実をはかります。 
②提供サービスの質の向上をはかり、特定事業所加算Ⅰの算定を継続します。 

２ 介護支援専門員との連携を密にし、利用者の身近な存在になれるよう周知をはかります。 
３ 日常生活支援の継続、充実をはかります。 

事業内容 取り組み業務項目 実績及び具体的な取り組み事項 

■ホームヘルパ

ーステーショ

ンいちいの里

の運営 

■山形村介護予

防・生活支援サ

ービス事業（総

合事業）の実施 

■指定訪問介護

事業の実施 

 

 

■毎日開設 

■特定事業所加算Ⅰ

を遵守する 

■令和 3 年度事業実績 述べ訪問回数 

（カッコ内は令和 2 年度実績）    前年度比 

 介護保険（要介護者）      2,060 回（2,487 回）       △427 回 

 介護予防（総合事業：従前相当）     33 回（ 31回）        2 回 

     （総合事業：訪問 A 型）   42 4 回（ 231 回）       193 回 

           合計      2,517 回（2,749 回）       △232 回 

  

 指定生活支援サービス  （介護保険外） 9 回（ 18回）      △ 9 回 

 

■ 受講した研修    

・サービス提供責任者研修 

・福祉職員生涯研修 チームリーダー課程 

・介護支援専門員更新研修 

・事業所内研修（熱中症、感染症対策対応、危険予知訓練） 

・苦情対応（オンライン） 

 

■振り返り 

・事業所を広く知っていただくための「おこひる通信」を作成し、定期的に（毎月） 

利用者宅、居宅事業所への配布を継続した。 

・介護保険では対応できないワックス掛け、重い物の移動などのサービスを指定生活 

支援で実施継続しました。 

・介護支援専門員への月ごとの報告と、変化がある場合に速やかに報告をしました。 

・新型コロナウイルス感染拡大のため感染予防として、手洗い、うがい、事務所内換 

気、消毒に努めました。 

・訪問の際は、感染予防のため使い捨てエプロン、ゴーグルをつけて訪問しました。 
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介護保険事業部／デイサービスセンターいちいの里／事業報告及び付属明細書 Ｋ－②     

（令和３年度） 

１．指定通所介護事業、介護予防・日常生活支援総合事業（通所型）を実施し、地域のニーズに対応できる事業

所を目指します。 

２．指定通所介護事業の中重度ケア体制加算・認知症加算・サービス提供体制強化加算(Ⅱ)の算定を継続し、経

営の安定をはかります。 

３．個別機能訓練Ⅰ２の算定を受けることで、利用者が目標とする生活が送れるよう身体機能や精神面の維持・

向上をはかります。 

４．重度心身障害児等通所入浴サービスを行うことで障害児等の生活の支援をはかります。 

５．今年度より開始した障害者総合支援法における生活介護を実施することで、介護保険事業所で共生型サービス

を提供し、年を重ねても地域で生活していける環境づくりを行います。 

事業内容 

デイサービスセンターい

ちいの里の運営 

山形村介護予防・生活支

援サービス事業（総合事

業）の実施 

指定通所介護事業の実施 

共生型生活介護の実施 

重度心身障害児等通所入

浴サービスの実施 

 

取り組み業務項目 実績及び具体的な取り組み事項 

(日)～(金)開設 

サービス提供時間 

６～７時間を選択し運営 

（希望により７～８時間） 

お試し利用事業の実施 

柔軟な受け入れ対応 

サービス環境の整備 

 

 

■令和 3 年度延べ利用者数

 
■受講した研修   
 中堅職員生涯研修 12 月に zoom にて受講。 
 
 
■振り返り 
・新型コロナウィルス感染拡大を受け 4 日間の休業やお休み 
する利用者が数名おり、利用減につながった。 

 
・中重度ケア加算対象者、認知症加算対象者が減り加算算定基 
準ぎりぎりの状態になった。今後、軽度者支援の事業につい 
て考えていく必要があると思った。 

 
・７-8 時間の利用者人数がサービスの見直しや利用終了を理 
由に減少した。利用が増えるよう担当者会議等を使って支援 
の提案をしていく必要があると思った。 

 
・新型コロナウィルス感染拡大を受けて 1 月より共生型サー 
ビス事業の利用がなかった。 

 利用についての問い合わせも 2 件ほどあったが、（特別利用 
として）利用に結びつかなかった。定期的な利用につなげる 
方法の検討が必要だと思った。 

 
・重度心身障害児等通所入浴サービスでは定期的に利用して 
いただくことができた。 

 
・お試し利用事業の受け入れを続け、サービス利用につなぐこ 
とができた。 
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介護保険事業部／コミュニティハウス建部の里／事業報告及び付属明細書 Ｋ－③  

（令和 3 年度） 

１． 指定地域密着型サービス事業・山形村総合事業通所型サービス事業の一層の充実を図ります。利用者の積極的

な受け入れ、お試しサービス・延長サービスを行っていきます。 
２． 送迎時における居宅内介護の実施をします。 
３．運営推進会議を年 2 回（6 月・12 月）実施し、事業の推進を図っていきます。 
４．提供サービスの質の向上を図り、より信頼される事業所を目指します。 
５．調理、おやつ作り、縫い物、畑仕事、地域の行事への参加、季節を感じるサービス活動の実施を行います。 
６．事業の周知、ケアマネへの利用状況の報告と他事業所との連携を図ります。 
７．専門性を磨き職員のスキルを上げる。認知症への理解・介護技術、事故防止研修を実施します。 

事業内容 取り組み業務項目 

■コミュニティハウ

ス建部の里の運営 

■地域密着型通所介

護事業の実施 

■総合事業通所サー

ビス事業の実施 

 

実績及び具体的な取り組み事項 

■月～土 開設 
■サービス提供時間 

7～8時間を選択し

運営 
■柔軟な受け入れ対

応 
■お試し利用事業の

実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和 3 年度実績  
述べ利用人数（カッコ内は令和 2 年度実績） 

  介護保険 1,880 人 （1,679 人）   
  介護予防   78 人 （   0 人） 
    合計 1,958 人 （1,679 人） 

＊前年度比      279 人増 
■運営推進会議    

2 回／9 月・3 月  
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、活動状況等を書面 
にて配布報告   

■受講した研修  認知症研修実践者研修 
         ケアマネ研修 
                 福祉職員キャリアパス管理職研修 
         感染症対策研修（事業所内研修） 
■振り返り 
・新規事業への変更を行い利用者との契約締結、居宅介護支援事

業所へ変更案内を行いました。 
・看護師による機能訓練体制を整え、希望する利用者に機能訓練

を行い機能の向上に努めました。 
・家族の都合に合わせ、受け入れの時間帯、受入日等の柔軟な対

応ができました。 
・お試し利用を 5 回実施し、その後の利用に繋がりました。 
・利用者の楽しみでもある畑で野菜作りを行いました。きゅうり

ナスは浅漬けに、他の野菜は土曜日の食事作りにも役立てまし
た。裏庭の梅の収穫をしてジュースを作り、秋はサツマイモ堀
りを行いおやつ作りにも役立て、建部の里ならではの活動につ
ながりました。常に利用者の活躍できる場の提供を心がけ、ご
家族にも喜ばれました 

・坪庭は前年の朝顔の種を撒き緑のカーテンを作り、花が咲く楽
しみに加え、通う楽しみや意欲にもつながり喜ばれました。 

・コロナ渦で常にマスクを外せない活動の中ですが、陽気のいい
時期はお宮の周りを散歩する等、体力の維持や気分転換にもな
りストレス解消をすることで帰宅願望が少なくなりました。 

・地域とのつながりでは、いつも気にかけてくださるご近所が居
り、スイカをはじめ野菜やお漬物などが届きますので、利用者
と衛生に配慮しながら作ったおやつをお礼として届け喜ばれ
ました。 

・建部だよりを発行し、利用者とご家族、居宅介護事業所、ご近
所に配布し、事業の紹介を行いました。 

・新型コロナウイルス感染予防対策として、節目の時間での検温
及び手指消毒を行い、館内清掃に加え送迎者の消毒を行いまし
た。 

・令和 4 年 3 月末の介護保険事業廃止に伴う説明会を令和 3 年 12
月開催し、今後の利用等に関する説明・案内をしました。 
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介護保険事業部／小規模多機能型居宅介護事業所すばる／事業報告及び付属明細書 Ｋ－④ 

（令和３年度） 

１．介護保険報酬の改正に伴う料金の改正 

２．加算算定についてより高いものへの見直しをはかります。 

３．短期利用者緊急時の宿泊対応の充実をはかります。 

４．利用者と地域の繋がりの強化をはかります。 

５．利用者が住居する地区の担当民生委員との連携をはかります。  

小規模多機能型

居宅介護事業所

すばるの運営 
指定地域密着型

サービス事業／

小規模多機能型

居宅介護事業の

実施 
指定地域密着型

サービス事業／

介護予防小規模

多機能型居宅介

護事業の実施 
 

 

事業内容 取り組み業務項目 実績及び具体的な取り組み事項 

■介護保険料金の変

更 
■加算の見直し 
 サービス提供体制

強化加算Ⅰの算定 
■短期利用者宿泊の

充実 
■利用者と地域の繋

がりの強化 
■民生委員との連携 

 
 

■令和 3 年度 事業実績  
月平均登録人数 （カッコ内は令和 2 年度実績）    前年度比 

介護保険 19.4 人 （21.0 人）     △1.6 人 
サービス別利用者人数 
延べ通い人数  3,418 人   （4,212 人）        △794 人 
延べ訪問回数  6,637 回   （7,305 回）         △668 回   
延べ宿泊人数  357 人   （ 504 人）       △147 人 
宿泊利用日    152 日   （ 193 日）        △ 41 日 
短期利用延べ人数 

   介護保険（介護予防含む） 21 人（0 人）           21 人 
 ＊登録利用者のサービス提供に支障がないことを前提として、宿泊室に 
  空きがある場合は受入可能。登録者の泊まりがある日のみ対応 
 
■運営推進会議   1 回／2 ヶ月  
 ＊5 月・7 月・9 月・1 月・3 月                   

      新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とし、活動 
        状況を書面にて報告する 
 ＊11 月    開催 
   
■受講した研修（全てオンライン研修） 
・福祉職員生涯研修（チームリーダー）  Ｒ3.10．7～8 
・小規模多機能活用研修             Ｒ3.10.29 
・苦情対応研修                    Ｒ3.11.2 
・福祉職員生涯研修（中堅）            Ｒ3.12．2～3 
・松本ブロック防災研修               Ｒ3.12.4 
・松本ブロック研修社協とＢ Ｐ          Ｒ3.12.21 
・認知症実践者研修                Ｒ4.3．2～4 

 
■介護報酬改定に伴う料金の変更手続きの実施 
■加算の変更 
 新設されたサービス提供体制強化加算 1 の算定 
  
■振り返り 
・短期利用受入の変更により、ご夫婦での受入ができた  
・コロナ禍のため集合研修はないが、オンライン研修が主流になり受講が 
 できた 
・運営推進会議については、活動状況を書面報告するだけでは運営推進委
員の皆様からの意見を伺うことができません。有意義な運営推進会議を 

 続けるには感染予防の強化をはかり開催できるようにしなければならな
いと考えています。 

・今年もコロナ禍で利用者が外出・外食する事ができませんでした。外食
（回転寿司）は難しいが、感染対策をして外出したいと考えています。 
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介護保険事業部／居宅介護サポートセンターいちいの里／事業報告及び付属明細書 Ｋ－⑤ 令和３年度 

１．特定事業所加算Ⅲの事業所指定を受け、算定要件を満たす体制を継続します。 
２．山形村予防支援、予防ケアマネジメント A を積極的に受託します。 
３．介護者教室の実施により、利用者や介護者が健康的に過ごせる方法の提案をしていきます。また、介護に関して

の意見交換ができる時間の提供をします。 
４．事業所の情報が身近に感じられる環境を作ります。 
５．一人暮らし、高齢世帯ならではの困りごとや今後起こりうる問題を明確にし、支援の仕組みを作ります。 

事業内容 取り組み業務項目 
■居宅介護サポート

センターいちいの

里の運営 
■指定居宅介護支援

事業の実施 
■指定介護予防支援

業務の一部委託事

業の受託実施 

実績及び具体的な取り組み事項

■24 時間 365 日の

相談対応 
■特定事業所加算

Ⅲ算定のための運

営基準の遵守 
 

■令和３年度事業実績   
述べ利用人数      （カッコ内は２年度実績） 前年度比 

  要介護者   １，０９５人 （１，１３８人）    △４３人 
   要介護１～２  ７５６人 （  ７１８人） 
   要介護３～５  ３３９人 （  ４２０人） 
  要支援者・ 
  事業対象者    ４９７人 （  ４４９人）    ４８人 
    合計 １，５９２人  （１，５８７人）     ５人 
  ＊要介護者のうち、報酬が高い要介護３～５が８１人減少し、

それに要介護１～２の３８人と要支援の４８人が置き換わって
いる。 

  （要支援及び事業対象者 4,380 円／月・ 
要介護１～２ 13,850 円／月・要介護３～５ 17,070 円／月） 

 
 

■受講した研修  ケアマネジメント関係 
ズーム研修  デイサービス利用と栄養 
       看取りと医療との連携 
       LIFE について 
       生活支援サービス 
       公正中立とキャリアアップ 
       誤嚥性肺炎 
       高次脳機能障害 
       フレイル・サルコペニアの評価の必要性 
       介護予防計画書研修 
集合研修  「居宅サービス計画書標準様式の記載要領について」 

        ＊朝日村社協との合同研修 
       朝日村社協との合同事例検討会 
 その他   行政によるケアプランチェック 
       福祉職員生涯研修（リーダー課程） 
 
■介護支援専門員実務研修への協力 
 （介護支援専門員実務研修受講試験合格者の見学実習） 
 ２名（前期）  

＊後期にも１名依頼をうけたが新型コロナの感染拡大により中止 
   実習生の所属法人での実習に変更となった。 
 
■振り返り 
・特定事業所加算Ⅲの算定のための運営基準の遵守 
  週 1 回の定例会議で情報共有すると共に、事例検討をすること

ができた。支援が難しいケースについても検討後、必要に応じて地
域包括に相談するなど連携ができた。 

  他法人事業所との共同研修として、朝日村社協と研修会を 1 回
と事例検討会を 1 回実施した。情報交換も行うことができた。 

・山形村の予防支援、予防ケアマネジメントを積極弟に受託する 
 事業所の状況を確認しながら、ほぼ断ることなく対応した。 
・介護教室は実施できなかった。 
 家族形態の変化や介護状況の変化に伴い、望まれるものではなく

なってきている。あり方を検討する。 
・地域住民の身近な存在になる。 
 地域福祉事業部と調整をしてサロンなどに出向いて介護の相談を

受ける調整をしたが、新型コロナの感染拡大によりサロンの開催
が減少し実施できなかった。 

 ホームページについては随時更新をした。 
・利用者の小さな困りごと支援 
 昨年度より継続して実施。今年度になってからは、具体的な相談

はなかった。 
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法人運営部／法人運営係／事業報告及び付属明細書 Ｈ－①       （令和３年度） 

1.労務管理・職員の服務に関する見直しを行います。 

2.業務の質の向上をはかり、職員等が研修を計画的に履修できるようにします。 

3.法人全体の中期事業計画に基づき、事業の展開を図ります。 

4.会員（普通会員・賛助会員・特別会員）の入会、継続促進を図ります。 

5.適正な経理会計の実施と管理会計の徹底した展開をします。 

6.事業部門とのより連携した業務実践をはかります。 

■組織統治の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)総務関係 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■評議員・役員等の選任関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運営委員の委嘱関係 

 

 

 

 

 

■新型コロナウイルス 

感染症対策 

○評議員の選任関係（敬称省略） 

就任者 北澤千弘・桐原茂喜・平沢典義 
       任期（令和3年6月10日～令和3年6月定時評議員会終結時） 

 退任者 平沢隆一・大池孝夫・林和男 
就任者 福澤倫治・春日仁・北澤千弘・中村則光・桐原茂喜・ 
    唐沢英二・宮沢房子・平沢妙香・中村清子・相澤信一・ 
    堤八千代・百瀬純雄・中村よしみ・小口良一・ 
    上條光明・宮澤眞由美・中村弘・青柳寛・平沢典義 
       任期（令和3年7月1日～令和7年6月定時評議員会終結時） 

 退任者 百瀬重治・金井さゆり 

○理事の選任関係（敬称省略） 

 就任者 赤羽孝之・田中雄一郎 
        任期 (令和3年4月1日～令和3年6月定時評議員会終結時） 

就任者 山口隆也・赤羽孝之・田中雄一郎・三澤一男・沖津弘門 
     中村俊春・古本政雄・中村哲久・増塩むつみ 
        任期 (令和3年6月28日～令和5年6月定時評議員会終結時） 

○監事の選任関係（敬称省略） 

 就任者 大久保英雄・宮前光宏 
        任期 (令和3年6月28日～令和5年6月定時評議員会終結時） 

 退任者 神通川清一・赤羽千秋 

          
■小規模多機能型居宅介護事業所すばる 運営推進委員（敬称省略） 
  沖津弘門・三澤一男・宮沢秀子・上條君俊・堤八千代・ 

中村文子・宮島裕・中畑次長 （8 名） 

■コミュニティハウス建部の里 運営推進委員（敬称省略） 
上條久美・塩原雅子・北澤千弘・松村京子・三澤一男・宮島裕 
中畑次長 （7 名）  
 

■自主検査（ＰＣＲ検査）令和 4 年 1 月 26 日～3 月 24 日（10 日間）  
345 検体 1,670,900 円 

■施設館内消毒  
令和 4 年 1 月 27 日 いちいの里すばる 
令和 4 年 2 月  9 日 デイサービスセンターいちいの里 

■飛沫防止アクリルパーテーション設置 
■健康管理チェック(発熱、風邪症状、濃厚接触者等の把握)の徹底 
■感染防止対策（消毒、防護服の着用等）の徹底 
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■役職員研修等の企画・実施 

 

【職員／個別研修会】 

■介護支援専門員実務研修 １名 

 令和 3 年 7 月 2 日～ ＷＥＢ研修 

令和 3 年 11 月 11 日 浅間温泉文化センター  

■介護支援専門員更新研修（実務経験者）2回目以降更新者 1 名 

 令和 3 年 7 月 2 日～8 月 18日の間  ＷＥＢ講義映像 

 令和 3 年 11 月 11 日 浅間文化センター           

■福祉職員生涯研修【管理者過程】 1 名 

 令和 3 年 10 月 12 日・13 日  ＷＥＢ研修 

■福祉職員生涯研修【チームリーダー課程】 ３名 

 令和 3 年 10 月 7 日・8 日  ＷＥＢ研修 

■福祉職員生涯研修【中堅職員課程】 ４名 

 令和 3 年 12 月 2 日・3 日  ＷＥＢ研修 

■認知症対応型ｻｰﾋﾞｽ事業開設者研修 1 名 

 令和 3 年 8 月 19 日 安曇野市明科公民館 

 令和 3 年 9 月 6 日  ＷＥＢ研修 

■ｻｰﾋﾞｽ提供責任者研修 1 名 ＷＥＢ研修 

 令和 3 年 10 月 12 日・11 月 9 日・12 月 15 日・1 月 18 日  

■認知症介護実践者研修 １名 ＷＥＢ研修 

令和 4 年 2 月 6 日、7 日・3 月 2 日～4 日、15 日 

■社会福祉法人会計研修入門講座 ＷＥＢ講義映像 1 名 

令和 3 年 11 月 30 日まで 

 【職員資格取得関係】 

・介護支援専門員 ５名 

■組織統治の強化 

 

■職員の異動 

 

年   月 正規職員 嘱託職員 登録職員 

令和３年 4 月１日 37 名（内休職 1 名） 4 名 25 名 

令和 3 年 4 月 7 日   1 名 

令和 3 年 4 月 26 日   1 名 

令和 3 年 5 月 1 日   1 名 

令和 3 年 5 月 14 日   △1 名 

令和 3 年 5 月 31 日   △2 名 

令和 3 年 8 月 31 日 △1 名  △2 名 

令和 3 年 10 月 1 日   1 名 

令和 3 年 11 月 1 日   1 名 

令和 3 年 12 月 1 日      1 名

令和３年 12 月 15 日   △1 名 

令和３年 12 月 31 日   △1 名

令和 4 年 3 月 1 日   1 名

令和 4 年 3 月 31 日 △1 名  △2 名 

   

合     計 35 名（内休職 3 名）    4 名 23 名
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(2)庶務関係 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■組織活動の推進 

 
■評議員会の開催 

 

■第 2 回 令和 3 年 6月 28 日  

・令和 2 年度事業報告書及び附属明細書の承認 

・令和 2 年度会計決算の承認 

・令和 3 年度補正予算（第 1 次） 

・任期満了に伴う役員（理事・監事）の選任 

■第 3 回 令和 3 年 12 月 16 日  

・山形村社会福祉協議会事業の変更 

■第 1 回 令和 4 年 3月 30 日 （みなし議決） 

・令和 4 年度山形村社会福祉協議会事業計画、会計予算 

・役員（理事）の補欠選任 

 評議員現員数 20 名 

■理事会の開催 

 

■第 2 回 令和 3 年 6月 10 日 

・令和 2 年度事業報告書及び付属明細書の承認 

・令和 2 年度会計決算の承認 

・令和 3 年度補正予算（第 1 次） 

・評議員会に対し役員（理事・監事）の選任候補者推薦書の提出 

・評議員選任・解任委員の選任 

■第 3 回 令和 3 年 6月 28 日 

・任期満了に伴う理事・監事の選任の報告 

・評議員の選任 

■第 4 回 令和 3 年 10 月 29 日 

・令和 4 年度山形村社会福祉協議会の事業 

■第 5 回 令和 3 年 11 月 30 日 

・例規の制定・改定 

・特別会員会費の取りまとめと新規会員の募集 

■第 1 回 令和 4 年 3月 16 日 

・例規の一部改定 

・令和 4 年度山形村社会福祉協議会事業計画、会計予算 

・評議員会における役員(理事)の補欠の選任候補者推薦書の提出 

 理事現員数 9 名  

 

【職員／全体研修会】 

■常勤職員全体会議（毎月第 3 週火曜日） 

・9 月 28 日（火）「ＺＯＯＭ操作研修」 

  講師長野県社会福祉協議会 徳永雄大氏  

・12 月 21 日 BCP 研修 

石井先生 DVD 視聴 

■役職員研修等の企画・実施 

 

■組織統治の強化 
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■監査会の開催 ■定例監査会 令和 3 年 5 月 27 日 

令和 2 年度 事業報告・会計決算書類の監査 

■定例監査会 令和 3 年 11 月 15 日 

令和 3 年度前期／事業報告・会計決算書類の監査 

 

監事現員数 ２名 

(3)財務関係 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■会計業務体制の強化 

 
 

 

■資金収支予算・流動資産流動負債予測表（令和 3 年度版）策定 

■介護保険事業別総括運営分析資料（令和 3 年度版）策定 

■独立行政法人福祉医療機構／ 

新型コロナ感染症対応経営資金福祉貸付金借入 60,000,000 円 

（令和 2 年度）※償還開始（令和 7 年 9 月） 

■新型コロナウイルス感染症の自主検査費用補助金（長野県補助金） 

 1,244,000 円（介護分）242,000 円（障がい分） 

■長野県新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス事業所等に

対するサービス継続支援事業費補助金（長野県補助金） 

778,000 円 

■財産管理の明確化 

 ■会員組織の普及・管理 ■普通会員 1,815 世帯／ 1,815,000 円 （1852世帯／ 1,852,000円）  
 特別会員  30 件／ 44 口／440,000 円 （実施休止） 

 賛助会員  59 人／ 63 口／189,000 円  （実施休止） 

                    （カッコ内令和2年度実績） 

■広報活動の推進  

■業務運営体制の基盤整備 

 

■諸例規等の整備 

 

■新型コロナウイルス感染症等に関する特別休暇に関する要綱の改定 

■職員就業規程及び職員給与規程並びに登録職員就業規程の一部改定 

■再雇用職員就業規程の制定 

■事務局組織規程の一部改定 

■経理規程の一部改定 

■社協広報まほろば編集部会 
 まほろば92 号～95 号の発行（3 ヶ月ごと） 

■ホームページぽぽねっと運用管理部会  
運営委員会 随時開催  
http://poponet-yamagata.or.jp 

■評議員選任・解任委員会 

 

■令和 3 年 6 月 10 日  評議員 3 名の追加選任 

■令和 3 年 7 月 1 日  評議員 19 名の選任 

 任期：令和 3 年 7 月 1 日～令和 7 年 6 月定時評議員会終結時 

 

評議員選任・解任委員会委員現員数 4 名 

■組織活動の推進 
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(4)事業部門総括業務関係 取り組み業務項目 具体的な取り組み事項 

■各事業部門総括業務 

  
 
 
 
 

■介護保険事業部 

 
 

■地域福祉事業部 

 

■介護保険事業関係の経理／目標形成管理 

■第 8 期介護保険事業の取り組み開始 

（令和 3 年度から令和 5 年度） 

■地域福祉事業関係の経理／目標形成管理 

■社協会費管理事業経理区分／会費の管理 

公益事業部／事業報告及び附属明細書  Ｈ-②           （令和３年度） 

■ぽぽねっと企画の管理・運営 
 
 
 

 ■ぽぽねっと運営委員会議  「テーマ 事業・活動の見直し」 

■部会並びにプロジェクトにおいて活動・事業検討 

地域防災特設事業部／事業報告及び附属明細書  Ｈ-③       （令和３年度） 

■防災体制の整備 

 
 
 
 
 
 
 

■防災訓練 

 

山形村総合防災訓練 令和 3 年 9 月 5 日  

緊急連絡網の確認（各事業所） 
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長野県共同募金会山形村共同募金委員会  Ｈ-④      （令和３年度） 

■赤い羽根・歳末助け合い 

 共同募金運動の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■山形村共同募金委員会／事務局運営 

 令和 3 年第 1 回運営委員会  令和 3 年 6 月 10 日 

 令和 2 年度事業報告・収支決算 

令和 3 年度事業計画・収支予算 

 次期正副会長及び運営委員並びに監事の選任と委嘱 

■助成金審査委員会／書面審査 令和 3 年 5 月 18 日～6 月 7 日 

 助成金審査委員会  令和 3 年 6 月 17 日 

 交付決定団体 13 団体、助成金総額 313,000 円 

 第 2 回助成金審査委員会 令和 3 年 9 月 10 日 

 交付決定団体 1 団体、助成金額 25,000 円 

 第 3 回助成金審査委員会 令和 3 年 11 月 30 日 

 交付決定団体 1 団体、助成金額 25,000 円 

第 4 回助成金審査委員会 令和 4 年 1 月 5 日 

 交付決定団体 1 団体、助成金額 21,000 円 

 助成金合計 16 団体 384,000 円 

■赤い羽根・歳末助け合い共同募金運動の実施  

令和 3 年 11 月 1 日～11 月 30 日実施 1,893,723 円 

（令和 2 年度実績 1,858,460 円） 

日本赤十字社長野県支部山形村分区  Ｈ-⑤       （令和３年度） 

■日本赤十字社の活動の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■日本赤十字社長野県支部山形村分区／事務所運営 

令和 3 年第 1 回運営委員会  令和 3 年 6 月 10 日 

令和 2 年度収支決算 

令和 3 年度事業計画・収支予算 

■日本赤十字社の活動資金の募集運動の実施  

令和 3 年 5 月 1 日～5 月 31 日実施 

令和 3 年度実績  1,314,412 円 

（令和 2 年度実績 1,270,400 円） 

■山形村赤十字奉仕団の育成・活動支援  

 ・奉仕団員増員協力 

  役員会     令和 3 年 10 月 21 日、3 月 10 日  

  炊き出し訓練  令和 3 年 11 月 4 日  

  研修会（三役）／災害時の連携を考える長野ﾌｫｰﾗﾑ 

    令和 4 年 2 月 15 日 

  定期総会    令和 4 年 3 月 26 日 
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